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第 110巻第5号

哀梓

故松井清教授遺影および原稿

産業コンツェノレ;/.... ・・.......， 堀江

創業利得と利益留保・ 高寺

不生産的階級と生存競争の組織化 池上

GMにおける予想制度と基準価格制度の形成 小野

個人的消費と労働力再生産の社会的昨格ー 成瀬
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記事

松井教授逝〈

追悼講演(吉信粛・森下二次也・山岡亮一)

追憶談(田畑茂二郎・杉本昭七・関下稔・鈴木明)

故松井清教授略歴・著作目録

昭和47年11月

京郡大事経済害事



134 (3坦〉 第 110巻第5号

故 松井清教授著作目録

著 書

貿易理論の研究

同(増訂〕

国際貿易政策思想具 有

世界経済学批判世界経済の惹礎理論に関す 七

る研究ー 廿

世界経済学(経済学全書 21)

資本主義の一般的危機ー独占資本主義下の商
業主貿易一

国民経済と世界経済民族理論との関連にお 同

い亡←くアテネ新書 18) OA 

同(新版〕 有

有日本貿易論ー資本主義発達史とり関連ー

商業経済学概論

同〈増訂〉

貿易商社論

日本の貿易(岩波新書 162)

世界経済学原理

同(増補〉

世界経済の理論的諸問題-1欧州学会を旅し
て一(社会科学選書 6)

有

有

斐

斐

墾

斐

悶昭和13(1938)年 12月

闘 昭和16(1941)年 9月

閣 9月

閣 昭 和23(194め年12月

有

有

有

岩波書庖

Essays on Interア回tionalTrade (The Science Council 
of Japan， Division of Econom児島 Commerce& 
Business Administration. Econo血 ic Series. No. 
20) Government Printing Bureau 

Ei削?.&nzeTkungen zum japanischen Aussenhandel 
〔前TirtschaftswiSsenschaftllcneInformationen. H. 13) 
Deutsche Akademie der W issenschaften zu Berlill 
Institut fur Wirtschaftswissenschaften 

貿易論入門(経済学入門ツリー約

百本貿易入門(岩波新書 455)

世界経済論体系

同〔改訂)

経済学とマーケティング その理論正思想
(三一新書 433)

世界経済入門〔有斐閣叢書〉

-笠書房昭和25(1950)年 1月

一一書房 4月

文

信

斐

信

信

斐

堂 s月

堂昭和45(1970)年 4月

閣 昭 和25(1950)年12月

堂 昭 和26(1951)年 8月

堂 昭 和33(1958)年 2月

閣 昭 和27(1952)年 9月

昭和29(1954)年 4月

日本評論新社 5月

日本評論新社昭和32(1957)年4月

ミネノレゲァ書房昭和31(1956)年11月

昭和33(1958)年 9月

昭和34(1959)年

白桃書房 12月

岩波書庖 昭和37(1962)年 6月

日本評論新社昭和38(1963)年 10用

日本評論社昭和47(1972)年2月

ー一書房昭和39(1961)年 6月

有斐閣 昭和40(1965)年10月



同(改訂〕

低開発国経済論〔有信堂叢書〉

戦後の世界経済

編書

経済学講座第ト5巻〔共編〕

日本貿易読本

同(改訂〉

同(全訂)

同〔改訂)

同〈改訂〉

同〔改訂)

後進国開発理論の研究(京都大学総合経済研
究所研究叢書 5)

(339) 135 

有 斐 閣昭和48(1973)年予定

有信堂昭和42(1967)年 10月

日本評論社昭和44(1969)年 5月

昭和29(1954)年 5月一
大月書庖 昭和30(1955)年10月

東洋経済新報社昭和田 (1955)年 8月

東洋経済新報社昭和31(1956)年11月

東洋経済新報社昭和33(1958)年 3月

東洋経済新報社昭和36(1961)年 9月

東洋経済新報社昭和39(1964)年 9月

東洋経済新報社昭和44(1969)年 4月

有斐閣昭和32(1957)年 3月

現代 資本主義講座第 日 巻 供 給 東洋経済新報社昭語話器iiZZむ
近賄額号室叢警官もf想大学総合経右 斐 閣昭富話iziiiZ43E
貿易・為替の自由化く三一新書 244) 三一書房 昭和35(1960)年 6月

日印紺1業交渉史〔アジア経済研究シリ ズ 3) アジア経済研究所 11月

資本の自由化〈有信堂叢書〉 有 信 堂昭和45(1970)年 5月

現代資本主義と国際通貨 一法律文化社 6月

同(増補〉 法律文化社昭和47(1972)年 4月

翻訳書

G ・ハバラ，国際貿易油土・下(共訳〉 有 斐 閣昭和12(1937)午9-11月

G ・コ ルマイ，社会主義世界市場発生・
特徴および社会主義建誌にたいする意義 H本評論新社昭和32(1957)年3月
〈共訳)

監修

v主 主拍説話主主通 論 唯 軍 吉 弘 官 法 律 文 化社昭制3(19回〉守 9月

論文

商雪量関するマルクス説のー批経済論叢第時第5号昭和 9(1則 年 日



136 (340) 第110巻第5号

商業生ア産ダ説考ムの・諸ス性ミ格スを〔上中，C・J下と)L 経済論叢第41巻第1-2号昭和10(1935)竿τB月
ての 察

古典学派の商業概念について 経済論叢第41巻第6号 12月

古典学派の貿易理論について 経済論叢第43巻第1号 昭 和11(1936)年 7月

時実産費普E較的形態ハ経済論叢第時第6号
ラ一 つつ-ー

12月

生産の構造と貿易 EA畠晶話器官まさ昭和則937)年 5月

シュラムの比較生産費説 経済論叢第44巻第6号 6月

資本移動の近代理論 経済論叢第45巻第2号 自月

資本移動と景気変動の問題 経済論叢第45巻第5号 11月

国際収支均衡の理論 経済論叢第46巻第 l号昭和13(1938)年 l月

ヴァイナーの国際貿易論研究 経済論叢第46巻第2号 2月

貿易理論の前提 経済論叢第46巻第4号 4月

貿易理論につい1 経済論叢第47巻第1号 7月

国際け貿る国易の家概概会念の貿批易凶理論に於 経 済 論 綾 第51巻第4号 昭和15(出 0)年10月

ハノレムλ 也界経済学とその周囲 経済論叢第52巻第3号 昭 和16(1941)年 3月

ハルムス世界経済学の政治的意 経済論叢第52巻第5号
味

5月

独逸貿易政策の理念 国際経済研究第2巻第7号 7月

貿易の再編成と第三国市場 中 南 米第4巻第7号 7月

独逸の広域経済論 経済論叢第53巻第2号 8月

欧洲貿易政策の諸問題 欧阿近東第3巻第10号 10月

中支綿業の諸問題(。 綿業時報第9巻第10号 10月

日本綿業確立期の貿易政策 経済論叢第54巻第3号昭和17(1942)年 3月

日本経済と南洋貿易 東亜経済論叢第2巻第1号 3月

戦争経済学に於ける貿易の問題 理 想第四年第41時 4月

国際価値論について 経済論叢第61巻第3号昭和22(1947)年 9月

貿易再開と日本経済 大厚(和咋労紡働寮績文労文化働化叢組講書合阿1聯2!〕特合会輯 「(2大)和 昭和23(1948)年2月

最近の世界貿易政策 輸出繊維製品第 3 号 3月

日本りに資問寄題本せ主て義最近におのけ「市る外場論国市争場」 首T 論第 22 号 6月

外資問題と近代経済学 エコノミ λ ト 第26年第四号 7月

戦後外悶市場と日本経済 経済評論第3巻第8号 8月



国際貿易と価値論

平和の経済的基礎

独占資本主義と外国TfTJ品

商業政策

国際価値論争について

産業資本主義と外国貿易

戦後の貿易政策ー経済自立への
途遠しー

独占と自由競争

間半化諸措置のもとにおける日
本産業と貿易

国民経済と世界経済

貿易主義。運命

経済自立と貿易の役割

On the Theory of International 
Tx-aue 

再び貿易理論について一段近。
国際価値論争によせてー

紡績操短悶題をめぐって

(341) 137 

経済学研究(自l元社〉 第 2集昭和おく1948)年 9月

時 論第4巻第8号昭和24(1949)年お月

経済論叢第臼巻第1・2・3号
(京都大学経済学部創立30周年 9月

記念論文集第 1集)

東京商科大学橋新聞部編「経
済学研究の架経済政策篇ー」 開和25(195め年2月
春私社

世界鮮済第5巻第2号 2月

経済論叢第65巻第6号 6月

中央公論第650年第6号

エコノミスト 第お年第17号

兵庫県庄業研究所編「経済安定
化過程の産業と貿易」有斐閣

国際経済第 l 号

中央公論第66年第4号

政経往来第5希第5号

The Kyoto Uttiversity 
&onormc Re'lJie凹

Vol. 21， No. 1 

経済評論第6巻第5号

輸出綿糸布月報第2巻第5号

商業資本に関する一考察 経済論設第68巻第1・2・3号

距湘濯をめくる日本経済の位置 商工経済第4巻第9号

国家独立の経済守的考察 思 1出第 328 号

6月

6月

12月

昭和26(1951)年 2月

4月

4月

4月

日
リ
ベ
同
川
四
日
日
目
μ
円
月

5

5

9

9

叩

講和と日本貿易白前途 世界経済第6巻第11号 11月

賠償k労働問題 月刊労働第4巻第 1号 昭 和27(1952)年 1月

古典派貿易理論D研究3 討論5 国際経済第 8 号 5月

貿易不握は打開されるか政治
的ヒステリ にとらわれるな経済春秋第4巻第 6号 6月

商業資本

貿易商社論

世界経済論の課題(上・ r)

混乱する貿易問題

貿易り縮少とそ白対策

民主主義科学者協会・今日本幸
生社研連合編「講座資本論の
解明J第 4分附}理論社

中央公論第67年第9号

位界経済第γ巻第9-10号

改 造第四巻第14号

商工経済第8巻第10号

7月

8月

9-10月

10月

10月
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国際貿易における需要と供給ー
国際価値論りマルクス経演学
による基礎づけ

当面する貿易の基本問題

世界経済の趨勢と日本経済の前
途

貿易理論

貿易金融と為替問題

外国貿劫と市場問題〈共著〉

資本蓄積と外国貿易

世界恐慌と国際貿易

デフレ下の貿易政策

匡際貿易・資本移動にかんする
近代経済理論上判

貿易

新しい世界市場の問題

社会主義的世界市場。問題 ョ

ールマイ教授の新著を中心と
Lて

世界経演の理論的諸問題

世界経済と経済学

摺 110巻第5号

国際経済第 4 号昭和27(1952)年11月

経済評論第2巻第2号 昭 和28(1953)年 2月

月刊労働第 49 号

岸本誠二郎他編「経済学いかに
学五べきか特殊問題編ー l東
洋書館

経済論叢第72巻第 1号

日本資本主義講座編集委員編
「日本資本主義講座」 第[5巻
岩波書'15
経済論叢第73巻第 1号

経済評論第3巻第5号

エコノミスト第32年第22号

松井清他編「経済学講座J第 3
巻大月書官

2且

3且

7耳

12]] 

昭tD29(1954)年 i月

日月

6月

10月

NHK教養大学第6巻第1号 12月

エコノミスト第34年第5号 昭 和31(1956)年 2刀

経済論叢第77巻第4号

経済評論第5巻第4号

経済論叢第78巻第2号

東語宣告品泊三きか東 エコノ、ミスト第出年第白

Proble四.sof the Economic 
Development in Under 
developed COllntTies 

後進国開発の根本問題

世界資本主義の新しし、1斜目ーそ
の理論的諸問題ー

賠償と経済協力D経済的基礎

貿易り理論対決するこっの経
済学但)

同(再録z 改題.貿易理論の
反省〉

後進国開発，市の問題点

後進国開発心根本問題

1アlCKyoto University 
Ecοnnmic Review 
Vo1. 26， No. 2 

世界経済評論第 31 号

経済評論第6巻第 1管

別附法律時報第 1 号

エコノミスト第35年第10号

エコノミメト編集部編「対決す
るこつの経済学近代経済学か
マノレクァ経済学か 」毎日新聞
社

松Jli育編「後進国開発理論の研
究」有斐閣

松井清編「後進国開発理論白研
究」有斐閣

4刀

月

月

月

A
佳

史

U

0

0

10月

11周

l昭和32(1957)年 1月

2月

3 )j 

昭和33(1958)年 2月

昭和32(1957)年3月

3月



(343) 139 

後書量品開発における外国資本 通商産業研究第5巻第6号 昭 和32(195明 6月

国際経済学会の成果

日本貿易論の方法論

戦後日本貿易の問題点

Some Notes on Japan's Foreign 
Trade 

エコノミスト第35年第24号

国際経済第 9 号

経済論叢第80巻第4号
(神戸正雄博士80歳祝賀記念論

文集〕

The Kyoto Ull:iversity 
E同n.oJnicRe'vieτu 
Vol. 27. No. 2 

6月

9月

10月

10月

貿易構造と海外市場の問題ー貿
易依存度が上昇する必然性に アナりスト第4巻第2号昭和33(1958)年 2月
?コし、て

近づく世界酌な恐慌局面発現
形態の変化に注意一

世界の景気後退と日本貿易

現イL資木主主の基本的経済法則

二つの世界市場一理論的諸問題

方法論と段階区分

貿易論ノート

東西貿易の諸問題

経済評論第7巻第8号

経済評論第7巻第8号

松井清他編「現代資本主義法座」
:第1巻東洋経済新報社

松井清他編「現代資本主義講座J
第5巻東洋経済新報社

松井清編「近代口本貿易史」第
l巻有斐閣

京都大学経済学部編「京都大学
経済学部創立四十周年記念経済
学l前集」

有沢広巳他監修・世界経済研究
所編「世界経済総覧J紀伊国屋
書府

日

川

四

川

同

月

3

8

1

 

昭和34(1959)年 2月

4月

5月

6月

わが国の経済構造と賃金問題J 労働調査時報第 370 号 11月

経獄 宇貿易ー数量分析と構経済論議第時第1号昭和町酬年1月

国際価値論争について

自由化は繁栄へつながるか

国家独占資本主義と「自由化」
問題

木下悦二編「論争・国際価倍、論」
弘文堂

エコノミスト第38年第16号

日

川

白

川

白

川

4

A

a

M

b

 
経済論叢第85巻第5骨

」

」

レ

し

レ
U

イ

イ

市

岡

市

田

自

自
の

の

替

替

為

為
易

易
貿

貿

嗣
房
繭
房

清
書
清
書

井
一
井
一

松
三
松
三

題閉

じ
仕

由

由

自

白

易
と

貿

義

と

主

展

本

発

資

の
占

済

独

佳

家

本

同

日

On Japan's Libera1ization of 
Trade and Exchange 

6月

6月

The K yoto University 
EヒmwmicReview 
Vol. 30， No. 2 

10月



140 (括的 第 110巻摺5号

ドノレ危機と日本経済 ドノレ危機
をめぐる61年の世界経済と日 経済評論第10巻第2号昭和36(1961)年2月
本

国民経済と農業 農業協同組合第7巻第6号 6月

最近り日本の海外進出 経済評論第10巻第10号 9月

日本の貿易政策自由化 経済セミナ 第 61 弓

日本資本主義D確立E独占への 松井清編「近代日本貿易史」第
移行 2巻有斐閣

9月

10月

自由化と日本貿易 経済論叢第88巻第 5号 11月

経済白書の批判(座談会〉 経済セミナー第 73 号昭和37(1962)年6月

ア五号土 問 書EE三ア貿経済論叢第90巻第 1号 7月

経済学体系における世界経済
世界経済論講座 (1) 経済評論第11巻第7号

国鵠宮守F帰結世界経済経済評論第時第8弓

園内均衡と市場問題 経済セミナ 第 73 号

国諮蕗 詩 書 官P市場一経済評論第11巻第 9号

社主藤韓国世題在世経済評論第11巻第10号

General Crisis of Capitalism 
and the Wortd Market 

低開発凶の問題一世界経済論講
座 (5)

The K yoto Univet官 ty
EcorwmiιRι~'Uæ即
Vol. 32， No. 2 

経済評論第11巻第11号

7月

8月

8月

9刀

10且

10月

11月

日本貿易り現状と将来 「近畿うた学世界経済研究所講演 昭和38(1963)年 5月
集」第4輯

国家独占資本主義と貿易・世界
市場

松井清編「近代日本貿易史」第
3巻有斐同 6月

社会主義国と A.A諸国経済 同 想第 478 号昭和39(1964)年4月
援助の構造をめ「コて 岨

Problems of the Developing 
Countries 

低開発悶D諸問題

貿易問題研究の課題と方l勾

ー低開発国開発」論批判

プレビッ V ュ報告批判

中国経済と日中貿易

経済関係報告

The Kyoto U!1-iversity 
Ec凹wmu:R四回叩

Vol. 34， No. 1 

経済論議第93巻第 6号

4 1'1 

6月

世界経済評論第8巻第ユ0号 11凡

経 済第 16 号 昭 和40(1965)年10月

経済論叢第97巻第 3号 昭和41(1966)年 3月

月刊経済科学第4巻第 5号

話語草草壁1宅5iF語学部
~11. 30-

5月

6月
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中国経済見聞記 経済論叢第98巻第2号昭和41(1966)年 B月

ミ品ダールの低開発国経済学経済論叢第時第3号昭和42(1967)年 3fJ

ロストウ開発論批判 経済論叢槍.99巻第5号 5月

低開発国の工業化と経済発展 経済論叢第100巻第 l号 7月

低開発国における農業開発の意
義(上 ・下〕一理論史的なー経済評論第16巻第7-8号 7-8丹
研究

「帝国主義論」シ現代の世界経済経 群 第 44 号 12用

戦後世界経済史 (IL←戦後世界 経済セミナー第 145 号昭和岨(1968)年 4月
経済の構造変化

戦後世界経済史(坤 アメリカ
帝国主義の支配とドル体制一

戦後世界経済史 (3)←マーツャ
ル・プラ γとヨ ロッパ経済

戦後世界経済史 (4) アメリカ
のア γ ア政策と日本経済

戦後世界経済史(司ーアメリカ
の低開発国援助一

戦後世界経済史 (6)一社会主義
世界経済体制の成立と発展

経済七ミナー第 146 号

経済セミナ 第 147 号

経済セミナー第 148 号

経済セミナー第四日号

経済セミナ 第 151 号

車t雲鵠警皇室i1工馬主義経済セミナ 第四号

経済学批判体系と世界市場恐慌 号ヱク九童館諸事手-

戦後世界経済史(的 資本主義
の発展と自由化の問題ー

戦後世界経前史 (9)一地域経済
統合と EEC

経済セミナも第 153 号

経済セミナ 第 154 号

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

11月

12月

戦後世界経済史同 国連貿易
開発会議一

経済セミナー第 155 号昭和4.1(1日59)ヰ1月

戦後世界経済史加) ポ γ ド切
下げとドル危機

戦後世界経済史仰一世界経済
の未来像ー

マルクスの国際価値諭

Marx's Plan in the “C.ritique 
。千 Political F.co江 田ny"and 
the Crisls in the World 
Market 

1己主界経済と資本穆動

経済セミナー第 156 号

経済ヤミ十 第 157 号

経済論叢第105巻第4・5・6号
(京都大学経済学部創立50周年

記念号 1)

The K yoto University 
Economic Review 
Vol. 40， No. 1 

松井清編「資本の自由化」有信主

2月

R月

6月

悩和40(1970)年4JJ

5月
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国際通貨の理論的諸問題 松通井貨清」編法律「現文代化資社本主義と国際 昭和45(1970)年 6月

TKIntMernaEaXE110a1n 1al TVheaolruy e of 
Thbe oK即yomtzoC ERlhemuuew sげy

10月
Vol. 40， No. 2 

最近朝の貿社易会の主将義来朝を鮮思をう見ーて 日 日朝貿易第 47 号 10月

ドル危機と京都府産業 京都の自治第 1 号昭和46(1971)年10月

朝鮮紀行 号山電話議官襲撃第3号 昭 和47く1972)年 3月

囚際一通応貨の危総:機ーと国際通貨調整 松と井国清際編通貨「増」補法律現文代化資社本主義 4月

紹 介・書評

サム・アアス究ロ独ノく1占ヴ9資5ィ5本〉ッー主チ「義独に占関j ←イギり 経済評論第4巻第6号 昭 和30(1955)年 6月
するー研

藤井(茂日日和「経33済年発展国元と貿書房易政〕策」 国際経済第 10 号 昭 和33(1958)年10月

辞 典

国際分業，貿易(各国)4・ドイ 大阪市立大学経済研究所編「経
ッ，貿易学説 済学小辞典」岩波書庖 昭和26(1951)年 6月

ハ ルムス貿易(各国〕か日本語鞘?言襲撃究所編「経昭和40(1明年9且

その他

世界科学者連盟第四回大会に出 国民自科学第 10 号昭和31(1956)年工月
席Lて

笹口先生がのこされたもり

神戸先生の自由貿易論

吉村達次君の人柄をしのんで

日朝学術交流のため努力したい

幸せなチョソンの婦人たち
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くあとがき〉 松井先生白調急逝により，著作目録作成に十分な時間的余裕がなか。たため，未収

録のものがかなり残されていると思七なお，略歴著作目録叫乍成にあたっては，

小野 郎，音信粛，小林龍馬の各先生の抑協力をえた回

(小松勇吉〕


